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流通とＳＣ・私の視点 

2013 年２月 14日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ｋorea（その２）!! 

― 韓国経済の発展と３人の大統領の役割 ― 
 
韓国は 1945 年に日本から独立し、その後朝鮮戦争を経て当時の政府がいくつかの経済再建を行ったが、

マーケットが小さいことや経済基盤が弱体であったため成功しませんでした。 

しかし韓国経済は、日本基本条約（1965 年）以後、大躍進し、今日では世界第 15 位の経済規模、１人当

たりＧＤＰ20,759 ドルの所得の経済国家に大成長しています。韓国経済の発展プロセスにおいて３人の大

統領が果たした見事な役割は次の通りです。 

大統領名 時 期 内   容 

朴
パク

 正煕
チョンヒ

 

大統領 

1963 年 

～  

1979 年 

（16 年間） 

漢 江 の 奇 跡  

①1965 年当時、韓国の１人当たりＧＤＰは 67 ドルで北朝鮮より下回っていた 

②日韓基本条約により日本は経済協力として、無償３億ドル、有償２億ドル、民間借款

３億ドル、合計８億ドルを供与・貸与する。当時の韓国の国家予算 3.5億ドルの 2.3 倍

の巨額の供与・貸与であった 

③朴 正煕政権は、日本からの経済協力を活用して「漢江の奇跡」と呼ばれる経済の再

建を果たした 

 積極的なインフラ整備や産業復興に投資 

 軽工事から重化学工業化が急速に進んだ 

 第１次漢江の奇跡、第２次漢江の奇跡を経て、1974 年には北朝鮮を上回り、1989 年に

は１人当たりＧＤＰは 5,000 ドルを突破した 

金
キム

 大中
デジュン

 

大統領 

1993 年 

～  

1998 年 

（５年間） 

財閥の再編成と国内経済の大改革 

①1997 年に発生したアジア通貨危機の波及によって外貨準備高が少なかったため、

韓国はＩＭＦの管理下に入る 

②金 大中政権は、財閥の再編成とインターネットのインフラ強化により難局を乗り切った 

 ビッグデール政策として大手財閥企業を対象に財閥のコア事業への集中誘導により、

国内産業を１業種１財閥の国内寡占体制を構築 

 ワークアウト政策として、中堅財閥企業を対象に金融支援と財務構造の健全化を強制 

 インターネットのインフラの充実を行い、ネット先進国化 

 日本文化の解禁と韓国文化の復興（国家予算の１％を文化事業に使用） 

 英語力強化や国際対応人材の育成 

③成果として 

 今回の韓国のグローバル経済の基礎をつくった 

 その後の韓国経済はＶ字回復 

李
イ

 明 博
ミョンバク

 

大統領 

2008 年 

～  

2013 年 

（５年間） 

輸出拡大総力戦によるグローバル経済化 

①リーマンショック（2008 年）により韓国経済の好況に影が見え始めた 

②李 明博政権は「輸出拡大総力戦政策」を展開した 

 輸出産業を担うサムスングループ、ＬＧグループ、現代グループ、ポスコグループ、ＳＫ

グループ、ロッテグループを国際的に優位に立てるための政策を実行 

 ウォン安政策、税制優遇、国策的営業、ＦＴＡ（自由貿易協定）交渉の実行 

 韓国の特定の企業を徹底的に国家で支援する経済システムである「国家マーケティン

グ」を実行 

③成果として 

 輸出の拡大、外貨準備高の増大、好景気の達成 

 サムスン電子を中心とする韓国エリート企業の世界市場での活躍 

このように、韓国経済は３人の大統領の「朴 正煕大統領による貧困からの脱出」、「金 大中大統領による

アジア金融危機からの脱出」、「李 明博大統領によるリーマンショック後の不況からの脱出」を行い、現在

に至っています。しかしながら、過去の韓国政府の極端な財閥企業中心と極端なグローバル化は、韓国経済

に大きな課題を残しつつあります。 

(株)ダイナミックマーケティング社
＋６
 

代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点(1694)  

（流通経済編） 


